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代

て

昨
日
と
同
じ
く
晴
れ
た
本
一
応
は
白
光
の
太
陽
一
が
目
映
く
懸
つ
℃
足
一
る
。
久
し
く
問
主
知
ら
な
い
錦
装
道
路
の
上
巳
は

f
nぼ
い
咲
が
積
つ

℃
，
自
動
車
の
疾
駆
す
る
皮
r
h

舞
上
つ
℃
は
)
溺
側
の
民
放
一

bkざ
ら
/
¥
に
汚
し
℃
一
行
く

Q

打
水
を
い
く
ら
撒
い
℃
も
緩
く
税
の
平
さ
で
大

祭
の
中
に
吸
び
取
ら
れ
℃
仕
持
ム

Q

大
帝
都
一
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
水
飢
鎮
の
先
鞭
b
L
怒
す
、
六
月
も
終
り
の
呂
円
で
あ
っ
た
。
都
熊
玄
挑
一
れ
℃

郊
外
へ
。
此
ぃ
陶
多
燦
川
ん
パ
一
一
時
に
一
日
の
散
策
、
玄
楽
し
む
人
々
の
群
H

殊
に
今
日
は
久
し
振
の
日
駿
の
添
か
、
父
母
に
作
は
れ
た
子
供
の
九
一

が
、
柴
し
げ
広
川
…
問
中
完
投
つ
℃
響
一
い
℃
行
く
。
此
り
中
に
諸
捺
先
生
の
混
一
顔
を
見
出
し
た
人
が
悲
し
有
っ
た
と
し
た
ら
恐
ら
く
尖
の
入
は
、

「あ
L

先
生
}

ど
控
室
掛
け
た
刊
で
あ
ら
う

9

然
し
タ
慕
近
く
先
奈
川
郷
姿
を
認
め
た
入
は
、
必
や
や
‘
一
立
ハ
の
穫
を
苓
ん
で

B

凝
狭
山
と
不
安
気
に
見
守
る
よ
り
外
ι

一

松
方
が
な
か
っ
た
民
法
一
ひ
な
い
、
六
月
三
十
日
。
此
の
夜
以
来
先
生
は
前
後
四
ヶ
月
に
瓦
る
長
い
病
'
婦
に
時
吟
せ
ら
れ
る
身
と
録
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
関

C
れ
ば
七
月
一
目
。
部
下
の
人
々
の
淑
裟
は
一
奔
に
夏
へ
と
衣
反
へ
し
た
。
一
が
ふ
念
来
宅
し
℃
欲
し
い
と
の
御
電
話
に
接
し
℃
、

私
は
何
か
の
御
用
事
だ
ら
う
と
忍
び
つ
t
L

参
上
し
た
。
流
る
L
汗
b
L
拭
び
つ

t
l
鶴
子
戸
越
し
に
庭
b
L
見
透
か
す
奥
の
一
室
に
題
さ
れ
た

持
、
私
は
米
祭
と
し
℃
仕
舞
っ
た
。
徐
り
に
傷
々
し
い
先
生
の
御
様
子
に
壱
身
殺
が
凝
仰
向
す
る
如
き
衝
撃
巳
打
た
れ
℃
立
壊
ん
だ
の
で
あ

る
。
線
℃
先
生
試
絡
協
な
ζ
襲
び
来
る
高
熱
の
菅
痛
を
堪
へ
怠
が
ら
専
ぽ
つ
り
/
¥
、
昨
日
心
持
よ
く
多
摩
川
へ
一
家
の
人
々
と
出
掛
け
た

事
、
夕
方
念
思
惑
惑
を
感
じ
た
の
で
会
議
家
に
削
引
返
し
た
事
、
除
夜
法
問
十
度
の
高
熱
で
殆
一
ん
さ
時
吟
し
過
し
、
滋
め
る
、
冷
す
の
大
騒
ぎ

主
し
℃
、
家
族
の
人
々
も
一
慢
も
し
な
か
っ
た
事
等
主
語
つ
℃
下
さ
っ
た
白
一
夜
の
中
に
ゑ
に
落
怨
ん
だ
絞
に
思
は
れ
る
あ
の
堂
略
に
，
強

引

ω
て
鍛
笑
さ
へ
搭
へ
℃
ゐ
ら
つ
む
ゃ
っ
た
が
、
高
熱
の
震
に
白
熱
中
亦
応
一
字
削
以
し
℃
怒
る
の
在
日
見
ず
三
私
は
患
は
み
y
民
主
反
し
た
阜
先
端
泌
さ
れ



党
氷
、
の
え
っ
究
レ
ゼ
シ
の
コ
ッ
プ
の
露
繁
吹
が
、
綿
々
と
建
つ
℃
一
金
の
土
に
流
れ
下
る
の
を
町
私
法
放
心
し
先
様
巴
児
認
め
℃
活
た
の
を
記

憶
ト
ヤ
℃
局
る
。
メ
モ
を
繰
っ
之
、
自
別
に
酬
明
校
関
係
、
合
議
も
約
束
宅
一
行
事
等
に
出
席
不
可
能
の
回
日
連
絡
す
べ
く
依
桜
さ
れ
た
-
私
は
、
、
崎
浩

一
一
怠
る
心
主
抱
い
℃
門
主
出
た
。
カ
ヅ
と

mm
り
附
け
る
太
陽
は
、
草
熱
れ
の
臭
主
ム
ワ
と
潔
は
せ
℃
居
る
。
此
の
晃
さ
の
中
で
四
十
度
の
高

熱
)
「
傍
の
見
る
方
が
域
へ
ら
れ
な
い
。
」
と
言
葉
少
な
巴
述
懐
せ
ら
れ
た
奥
様
の
御
言
葉
主
泌
々
と
繰
り
返
し
℃
見
る
。
パ
ス
の
中
に
飛
び
込

ん
で
来
る
風
も
、
容
易
に
諺
ん
だ
汗
主
治
し
去
っ
℃
は
呉
れ
'
な
か
っ
た
。

、
他
の
先
生
方
や
壌
生
諸
殺
を
始
め
、
私
の
病
依
報
告
を
開
い
た
線
℃
の
人
々
は
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
言
ム
絞
に
驚
樗
の
色
が
あ
っ
た
。
然

し
私
の
見
た
事
笈
は
一
止
に
比
ハ
の
泊
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
間
も
な
く
先
生
の
御
病
気
は
、
風
邪
ら
し
い
と
言
ム
事
が
分
っ
た
。
ほ
っ
と
し

た
宏
一
地
が
紋
に
も
あ
っ
た
。
御
宅
に
伺
っ
た
抗
，
先
生
自
身
も
も
今
度
の
土
終
日
F

七
月
六
日
)
の
ん
明
日
札
口
に
は
、
何
と
か
し
℃
出
た
い
と
申
さ

れ
た
事
玄
関
ゆ
ひ
浮
ペ
℃
、
私
は
依
り
先
生
の
御
容
態
を
大
袈
裟
に
一
言
っ
た
一
祭
主
恥
ち
る
心
と
、
他
瓶
、
御
病
気
も
二
一
日
一
日
に
し
℃
怜
夜
せ
ら

れ
る
で
あ
ら
う
事
を
荒
川
ぷ
心
と
の
入
り
交
じ
っ
た
妙
友
二
一
一
一
日
を
返
っ
た
。
然
L
不
幸
巳
し
℃
私
の
強
感
は
議
中
し
℃
仕
舞
っ
た
。
第
一
察

側
加
が
殆
ん
ど
移
り
に
近
附
い
℃
も
、
先
生
の
快
報
は
関
か
れ
な
か
っ
た
。
否
そ
れ
の
み
で
な
く
問
合
せ
す
る
皮
持
に
、
憂
愁
の
将
b
b
紺
め
行

か
か
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
電
話
に
開
く
先
生
の
御
容
態
は
、
恰
も
注
ハ
の
病
勢
と
芳
純
側
主
張
者
き
す
る
如
く
、
弔
一
科
技
の
入
の
焦
燥
主
体
へ
℃
来

る
の
み
で
あ
っ
た
。
一
持
皮
療
生
の
諸
活
と
御
見
舞
に
参
上
し
た
時
は

B

も
う
耐
脅
謝
総
モ
宕
穫
の
御
疲
労
ι

が
一
入
引
に
し
み
る
奨
校
の
口
よ

り
、
御
容
態
b
L
伺
っ
た
の
み
で
引
退
っ
た
。
奥
様
の
御
す
け
葉
を
通
し
℃
，
先
生
の
御
病
殺
を
推
察
す
る
の
が
、
恐
ろ
し
い
絞
な
、
然
し
何
か
一
誌

は
ね
ば
な
ら
ぬ
校
友
気
持
で
、
ぽ
つ
り
/
¥
夜
間
滋
安
静
い
と
す
口
ム
言
葉
の
純
腐
を
語
ら
び
っ
弘
、
歩
道
b
b
ゆ
っ
く
り
歩
い
℃
持
つ
℃
来
た
。

此
の
頃
か
ら
先
生
方
を
初
め
他
の
人
々
も
，
病
気
御
見
舞
に
参
宅
せ
ら
れ
た

9

然
し
結
果
は
尚
一
で
、
数
一
人
と
し
℃
先
生
に
御
自
に
掛

っ
た
者
も
無
く
、
従
つ
℃
自
ら
の
想
像
の
中
に
、
或
は
笈
開
問
し
，
或
は
慰
殺
し
℃
活
た
の
で
あ
る
。
ニ
ん
な
欣
態
で
第
一
一
般
甥
も
鯵
b
b
脅
げ

℃
、
愈
々
夏
期
休
般
に
入
っ
た
。
焼
け
附
く
烈
誌
の
下
で
数
努
作
業
が
始
つ
免
。
先
生
の
今
に
も
や
y
h
り
落
ち
さ
う
な
容
脚
鮮
の
姿
が
、
今
度

は
見
ら
れ
む
と
す
っ
℃
供
笑
し
た
人
々
の
顔
も
、
一
絞
に
爆
笑
し
な
が
ら
も
淋
し
さ
ろ
で
あ
っ
た
。

一一一 2 一一一



一
御
承
知
の
巡
り
，
七
月
中
旬
よ
ち
八
月
に
か
け
℃
，
雨
ら
し
い
も
の
が
殆
ん
ど
な

J
¥
文
字
通
り
祭
熱
の
盛
変
で
あ
っ
た
。
木
々
の
紛

が
一
死
ん
だ
様
応
そ
よ
と
も
レ
な
い
。
此
の
幣
暑
の
中
で
、
先
生
の
関
病
ニ
モ
は
、
会
く
死
物
狂
び
で
あ
っ
た
。
或
晩
の
如
き
は
一
晩
中
咳

が
競
山
川
し
、
共
m
M
皮
応
機
陥
肢
の
漆
り
で
、
大
き
な
艇
で
も
暴
れ
む
ム
如
き
汚
痛
が
起
り
、
幾
度
も
/
¥
立
が
誇
っ
た
出
で
あ
る
巾
身
慨
を

苦
痛
の
潟
に
間
側
め
た
ら
、
仏
外
b
b
柿
す
惑
も
出
来
な
か
っ
た
と
か
開
く
。
風
邪
か
ら
節
炎
応
、
腕
炎
か
ら
粉
践
に
と
，
病
名
が
幾
繁
一
迭
し
℃
、

結
局
肋
肢
と
断
定
さ
れ
た
の
も
此
の
一
肢
で
あ
る
。
時
仏
川
も
者
都
は
水
飢
餓
の
真
中
で
、
水
道
の
口
か
ら
は
一
滴
の
雫
も
出
泣
い
幾
自
か
ど
続

い
た
。
井
戸
と
一
吉
ム
井
戸
院
は
，
幾
列
も
水
汲
み
の
人
々
が
並
ん
で
待
つ
℃
法
る

D

給
水
車
も
山
内
勤
し
た
。
此
の
持
、
御
家
族
の
方
々
の
御

若
議
の
御
菅
努
は
、
濯
し
想
像
も
及
ば
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
忍
は
れ
る
。
郷
後
病
応
な
っ

τか
ら
は
、
北
ハ
の
都
度
私
は
践
で
閥
、
感
舎
の
様

子
等
b
b
櫛
報
常
一
申
し
上
げ
、
御
容
態
、
宮
間
び
合
せ
た
り
し
℃
は
、
他
の
人
々
と
の
連
絡
に
常
っ
た
。
夏
期
休
暇
を
利
用
し
℃
上
京
せ
ら
れ
た

合
員
諸
兄
が
、
私
の
報
せ
に
驚
い
℃
、
御
見
舞
に
参
上
せ
ら
れ
た
の
も
此
の
頃
で
あ
る
。

か
く
℃
入
月
も
初
秒
近
く
な
っ
た
時
、
私
は
二
ヶ
月
振
り
で
再
度
御
病
床
で
縄
民
r
h

持
る
~
惑
が
山
内
来
た
。
も
う
危
険
制
矧
は
枕
し
℃
成
た
の

で
、
先
生
は
床
の
上
で
伏
し
・
な
が
ら
涼
主
搾
つ
℃
ゐ
ら
れ
た
。
鶴
間
m
b
L
使
は
れ
る
手
の
痔
が
痛
々
し
い
穏
細
い
。

ー
っ
質
際
あ
の
時
は
苦
し
か
っ
た
。
ニ
ん
な
大
き
な
鰹
が
ぴ
ん
/
¥
は
ね
る
様
で
レ
と
鰹
の
大
き
さ
を
示
す
怨
に
、
同
手
を
一
杯
掠
げ
ら
れ

免
け
れ
ど
も
、
ま
だ
足
り
な
い
綾
な
御
顔
色
で
あ
っ
た
。

ヘ
「
を
く
生
命
拾
び
し
た
。
恭
し
吾
輩
は
ま
だ
死
ね
に
は
勿
楼
な
い
が
ら
な
。
ハ
、
、
、
、
」

日
先
生
ら
し
い
ぬ
の
音
楽
‘
2
.
久
し
援
に
懐
し
く
開
く
。
此
む
調
子
な
ら
も
う
大
丈
夫
だ
。
滋
光
が
ぐ
っ
と
南
r
b
傾
い
℃
、
秋
の
泣
い
の
を

忠
一
は
せ
る
。
縁
側
rw
澄
か
れ
た
、
烏
織
の
中
の
小
鳥
が
、
天
地
rw
潜
み
腐
る
秋
冷
主
、
呼
び
出
す
絞
に
時
々
噂
つ
℃
居
免
。
九
月
の
新
撃
開
却

が
始
ま
っ
た
ι

「
諸
橋
先
生
山
首
分
快
議
」
の
掲
示
、
主
見
℃
、
ま
だ
病
気
・
な
の
か
と
、
鈴
り
の
長
さ
に
驚
く
人
々
も
あ
っ
た
。
壌
生
諸
君
は
共

の
激
し
さ
老
紛
ら
す
認
一
応
、
一
白
球
主
追
っ

τ絡
諮
問
榔
け
廻
っ
た
。
然
し
そ
れ
も
数
日
事
疲
努
に
へ
と
/
¥
に
震
っ
た
人
々
は
、
よ
り
以
上
疲

弊
張
関
一
晃
一
ぎ
り
お
一
沢
一
利
野
茂
投
一
一
の
一
割
安
一
に
議
時
計
会
主
治

JAl--我
一
一
久
一
日
い
探
ヤ
探
小

J

雲
訟
の
!?N-震

ι、
党
す
き
を
五
℃
仕
組
内
ハ
ノ
究
。
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「
子
供
が
病
気
、
で
ね
。
も
う
五
月
に
友
り
ま
す
よ
。
咋
夜
も
ご
艇
も
し
友
か
っ
た
り
で
ね
。
さ
う
も
疲
れ
℃
仕
舞
っ
た
よ

め
っ
き
h
?
と
白
髪
を
増
し
た
御
髭
の
透
h
v
b
L
事
撫
ぜ
友
が
ら
の
綿
一
言
葉
。

〔
御
様
子
は
如
何
で
す
か
に

「
も
う
駄
目
で
す
よ
。
大
級
加
答
見
の
絞
友
も
の
で
す
か
か
。
ど
う
し
℃
も
下
痢
が
止
ら
泣
い
の
で
衰
弱
し
℃
仕
舞
び
ま
し
℃
心
。
ま
あ

・
時
日
の
問
題
で
す
よ
己

す
っ
か
り
諦
観
さ
れ
た
御
言
葉
は
ち
そ
れ
丈
鋭
く
我
々
の
腕
を
玄
い
た
。
始
め
℃
開
く
都
令
嬢
ハ
一
一
一
女
義
子
殿
御
茶
水
研
究
科
在
感
十
)
が
、

蒋
起
不
可
能
と
の
事
に
、
我
々
は
額
を
見
合
せ
℃
仕
舞
っ
た
。
全
く
訟
慰
め
す
る
一
言
葉
も
な
か
っ
た
。

溺
後
、
命
を
例
る
都
心
絡
を
押
し
℃
、
設
校
せ
ら
れ
る
先
生
の
、
石
段
を
昇
り
降
h
y
せ
ら
れ
る
足
取
は
、
日
増
し
に
力
な
く
な
っ
℃
来

た
。
そ
し
℃
北
ハ
の
結
果
は
、
き
ま
つ
℃
惑
か
っ
た
。
諸
橋
先
生
の
時
と
惑
っ
℃
、
内
野
先
生
の
御
令
嬢
の
御
容
態
は
、
命
の
危
険
を
一
秒
二

秒
と
数
へ
て
腐
る
絞
た
切
迫
が
あ
っ
た

9

「
御
容
態
は
如
何
で
す
か
?
」

「
は
あ
有
難
ろ
。
も
う
駄
目
で
す
。
ま
あ
今
日
明
日
で
せ
う
か
ね
。
」

冷
水
を
浴
び
た
級
友
怒
袈
が
サ
ヅ
と
背
筋
b
L
走
り
去
る
。
民
煮
の
日
影
の
下
に
見
た
如
き
惑
夢
。
そ
し
℃
私
は
兆
の
制
点
々
日
途
に
都
趨
去

の
報
を
受
取
っ
免
の
で
あ
る
。
忘
れ
も
し
た
い
九
月
二
十
九
日
で
あ
る

D

駆
け
つ
け
た
私
は
、
先
生
と
殺
々
の
子
社
…
n
b
b
し
℃
夜
混
く
郎
一
つ
℃

来
た
。
葬
儀
は
翌
々
自
執
行
せ
ら
れ
た
。
綿
子
俸
に
行
ワ
た
愚
生
諸
君
へ
、

「
ゃ
あ
、
都
十
万
努
で
す
が
御
願
し
ま
す
じ
と
強
ひ
℃
元
気
に
・
弔
さ
れ
た
、
和
服
姿
の
先
生
の
御
燃
か
ら
は
、
今
こ
そ
子
に
先
立
た
れ
た

親
?
の
悲
哀
が
，

m川
℃
し
も
無
く
立
ち
芥
つ

τ跨
る
殺
に
感
ぜ
ら
れ
た
。
本
官
に
疑
大
在
郷
葬
儀
で
あ
っ
た
。
和
の
上
に
飾
ら
れ
た
、
単
一
…
枠
の

q

端
媛
、
注
遺
影
が
，
茶
の
滞
幸
を
物
詰
る
如
く
、
人
々
の
胸
を
打
つ
℃
や
ま
な
い

9

供
へ
ら
れ
た
生
花
の
、
プ
粉
、
二
紛
が
元
の
枝
記
鈍
る
事

も
出
来
や
換
の
上
を
彩
つ
℃
対
る
。
読
絞
。
焼
香
。
閉
め
刊
。
ハ
識
の
内
外
か
ら
，
道
路
迄
滋
れ
大
人
々
の
む
に
は
、
等
し
く
涙
が
光
つ
℃
賠
充
。
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私
惑
は
一
先
づ
別
表
に
羽
就
い
℃
、
挨
拶
祇
の
一
整
理
護
廷
に
忙
し
く
幾
時
間
か
を
過
し
た
。
突
然
自
動
車
の
脅
が
間
関
え
℃
来
た
の
で
、
玄
関

に
御
山
迎
へ
し
た
。
遺
骨
な
約
め
た
絡
を
抱
一
い
℃
立
た
れ
た
先
生
の
泰
一
日
そ
れ
は
悲
哀
も
、
議
観
も
、

X
M
凡
ゆ
る
総
℃
の
も
の
を
一
段
却
し

ず
明
、
内
げ
化
さ
れ
た
、
市
民
鍛
た
御
姿
で
あ
っ
た
。
す
〈
背
随
一
b
L
越
え
℃
、
明
日
へ
の
力
関
い
後
見
を
約
束
す
る
姿
で
も
あ
っ
た
。
議
命
の
榊
一
に
竣

皮
般
か
れ
℃
も
百
千
の
容
で
さ
い
な
ま
れ
℃
も
、
力
強
く
立
上
る
姿
勺
そ
れ
を
私
は
内
野
先
生
広
認
め
ら
れ
る
絞
な
試
が
す
る
。
出
も
及
く

先
生
は
、
元
気
に
態
絞
へ
登
校
一
せ
ら
れ
る
殺
に
な
っ
た
。
悲
し
み
と
孫
除
の
怨
に
宅
床
に
就
か
れ
た
英
絞
を
若
設
さ
れ
つ
L

も
、
先
生
の
御

姿
友
製
校
寸
弾
一
見
す
る
時
は
、
幾
背
難
窓
、
鴻
り
越
え
た
，
忍
従
よ
り
も
‘
も
っ
と
深
い
精
道
の
奥
か
ら
、
穆
み
出
る
校
な
削
仰
い
か
あ
っ
た
臼
斜

銭
未
だ
癒
え
去
ら
ぬ
一
先
生
b

弘
樹
ん
で
、
御
慰
問
の
テ
ユ
入
大
舎
も
時
々
催
し
た
。
ラ
ケ
ッ
ト
に
響
く
球
の
一
背
が
‘
高
け
れ
ば
高
い
税
事
先
一
生

b
L
暗
然
し
た
も
の
だ
。
又
比
の
以
刑
判
は
「
翠
緋
山
し
と
け
℃
・
:
:
・
」
と
詩
ム
一
一
葉
の
給
葉
喪
主
、
伊
来
の
諸
橋
先
生
か
ら
裁
い
た
。
御
病
後
の
御

静
穫
を
口
ハ
管
一
新
っ
た
弐
第
で
あ
る
。

運
動
合
共
の
他
の
行
事
に
取
り
紛
れ
℃
，
暫
く
忘
れ
る
と
も
一
な
く
忘
れ
℃
賠
た
十
月
末
の
一
日
、
四
ヶ
月
振
り
で
諸
橋
先
生
を
研
究
袋
に
5

恕
へ
た
。
芳
燃
を
乗
り
路
、
ぇ
、
誌
練
一
を
克
服
し
℃
、
以
前
に
勝
る
櫛
元
気
友
一
一
問
先
ん
走
路
ん
で
斗
我
々
は
統
一
絡
に
は
し
ゃ
い
だ
。

-H他
の
別

f

一

二
そ
あ
れ
、
我
々
も
苦
難
や
試
練
主
通
り
過
ぎ
℃
、
今
時
む
自
に
め
ぐ
り
合
っ
た
の
で
あ
る
。

十
一
月
廿
一
日
苓
渓
命
館
で
、
諸
橋
先
生
伽
料
金
快
の
櫛
秘
に
招
待
さ
れ
た
。
用
意
の
出
来
上
る
迄
、
A
M
H

館
側
の
芝
生
に
際
を
下
ろ
し
℃
ク

ロ
i
パ
の
業
主
数
へ
つ
ヘ
燦
一
々
た
る
日
光
に
浴
し
な
が
ら
‘
先
生
の
都
誌
を
開
聞
き
入
っ
た
a

「
病
気
む
な
つ
℃
、
本
誌
に
健
康
の
有
難
さ
を
思
ム
。
諸
君
も
秘
カ
健
康
だ
け
に
は
m
同
意
し
て
欲
し
い
。
病
後
自
分
は
大
事
を
取
っ

τ、

磁
力
健
康
に
詑
窓
し
℃
一
応
る
か
ら
ョ
訟
蔭
で
楼
雷
一
一
も
以
前
よ
り
増
し
，
・
身
附
慨
も
少
し
太
っ
た
よ
。
」

御
言
葉
に
誘
は
れ
℃
、
先
生
の
都
競
を
振
り
仰
ぐ
と
、
紅
潮
し
た
郡
一
顔
の
実
に
は
、
常
に
愛
ら
ぬ
あ
の
微
笑
が
浴
れ
℃
民
党
。
向
う
で
は

内
野
先
松
山
の
閣
な
笑
毅
も
見
え
て
照
る
。
間
意
が
出
来
た
の
か
委
員
の
諮
君
の
念
ぎ
足
も
響
い
℃
来
究
。
で
は
私
も
此
庭
遊
ち
で
や
め
℃
食

一
一
一
堂
に
材
交
-
事
に
一
じ
よ
う
。
一

〆一、
尾

関

誌
V
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